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平
成
26
年
1
月
21
日
（
火
）、
鹿
児
島
県
の
県

庁
2
階
講
堂
に
お
い
て
、
被
災
地
域
に
お
け
る
活

動
と
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
鹿
児
島
県

と
当
協
会
主
催
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
当
協
会
の
廿

日
岩
信
次
常
務
理
事
、
鹿
児
島
県
の
稲
原
浩
総
務

部
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
、
N
P
O
法
人
中
越
防

災
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
青
木
勝
相
談
役
と
、
鹿
児
島

県
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

日
髙
耕
一
所
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
の
概
要
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

N
P
O
法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
相
談
役

青
木
勝
氏

1　

山
古
志
の
姿

・
山
古
志
の
特
性

■
「
棚
田
」（
山
古
志
の
象
徴
、
総
農
家
数

3
8
9
戸
）■
「
雪
」（
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
平
年

3
m
の
積
雪
を
記
録
）
■
「
錦
鯉
」（
錦
鯉
発
祥

の
地
、
経
営
対
数
：
1
8
4
団
体
）
■
「
闘
牛
」

（
来
場
者
：
年
間
4
万
人
）
■
「
中
山
隧ず

い
ど
う道

」（
日

本
一
の
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
）

2　

地
震
に
よ
る
被
害
状
況

3　

山
古
志
復
興
に
向
け
て

●
基
本
理
念　
「
山
の
暮
ら
し
」
の
再
生

山
で
の
生
き
方
の
復
興
、
働
き
場
の
整
備
を

行
い
、
安
全
・
安
心
な
村
の
整
備
。

●
安
全
・
安
心
な
村
の
整
備

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
土
地
と
住
宅
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
確
保
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
情
報
基
盤

の
整
備
、
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
機
能
の
確
保
。

●
山
で
自
立
的
に
暮
ら
す
た
め
の
ト
ー
タ
ル
な
働
き

場
の
整
備

　

棚
田
で
の
米
づ
く
り
、
錦
鯉
生
産
、
野
菜
等

の
生
産
基
盤
再
生
、
地
域
産
業
の
連
鎖
に
よ
る

就
労
の
場
の
創
出
。

●
山
古
志
の
生
き
方
の
復
興

生
涯
現
役
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
。

（
集
落
自
治
、闘
牛
の
復
活
、錦
鯉
産
業
の
再
生
）

●
新
し
い
山
の
姿
の
創
造

新
し
い
山
の
姿
は
、
伝
統
的
な
地
域
で
の
生
き
方
。

●
山
の
暮
ら
し
の
価
値

過
疎
対
策
等
に
よ
り
生
活
環
境
は
平
準
化
、

ト
ー
タ
ル
に
暮
ら
す
暮
ら
し
方
（
小
さ
な
生
業

の
積
み
重
ね
）、
豊
か
で
安
全
な
山
の
暮
ら
し
を

都
市
に
開
放
。

以
上
の
よ
う
に
、
は
じ
め
に
山
古
志
村
で
の
特

性
を
話
さ
れ
、
中
越
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
活
動
で
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
土

地
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
再
び
住
め
る
よ
う
に
考

え
る
こ
と
で
あ
る
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
生
涯
そ
の
土

地
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め

に
、小
さ
な
生
業
の
連
鎖
で
で
き
る
地
域
経
済
（
棚

田
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
収
入
を
合
算
し
て
生

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

～
過
去
の
災
害
に
学
び
、
次
世
代
に
伝
え
る
～

鹿児島県

青木 勝
NPO法人中越防災フロンティア相談役
新潟県生まれ。1974年より山古志村役場勤務、
主に中山間地対策、過疎対策を担当。2004年の
新潟県中越地震では山古志村企画課長として震
災対応し、復興プラン「帰ろう　山古志へ」も
策定した。10 年3月に退職し、同年4月からNPO
法人中越防災フロンティア副理事長。現在は相
談役。

中
越
大
地
震
か
ら
の
報
告

〜
帰
ろ
う
山
古
志
へ
〜

講
演
1

13
：
20
〜
14
：
50

・人的被害（死者2名、負傷者26名）
・生活基盤の被害（上水道が全壊、通信は

共同アンテナ12基全滅、ドコモ鉄塔2基損
壊）

・産業の被害
農業：農地の埋没、流出525箇所
林業：災害（林地28箇所、林道16箇所）
錦鯉：死亡（親鯉2000匹、当才16万匹）、
　　　越冬施設（50棟損壊）
畜産：死亡は成畜88頭、牛舎12棟損壊

・住宅被害（約40％の住宅が全壊）
・公共施設等の被害
・避難生活（仮設住宅へ562世帯入居）
・豪雪によるさらなる被害
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活
を
維
持
す
る
）
や
ト
ー
タ
ル
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長　

日
髙
耕
一
氏

1　

プ
ロ
ロ
ー
グ

●
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
録

実
際
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
後
、
日
高
講
師

の
ご
家
族
が
支
援
活
動
を
さ
れ
た
状
況
や
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

●
支
援
活
動
地
域

・
福
島
県
郡
山
市
（
看
護
支
援
）

・
宮
城
県
南
三
陸
町
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
福
島
県
田
村
市
（
避
難
所
支
援
）

2　

シ
ニ
ア
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
編

【
シ
ニ
ア
層
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
は
「
人
が
困
っ
て
い
る
と

き
に
、
勇
気
を
持
っ
て
声
を
か
け
て
、
手
を
差
し

伸
べ
て
あ
げ
る
。
相
手
の
た
め
に
自
分
か
ら
進
ん
で

や
る
。
そ
れ
が
、
自
分
の
喜
び
に
つ
な
が
る
」

●
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
関
心

平
成
21
年
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、「
積

極
的
に
参
加
し
た
い
（
男
性
11
・
8
％
、
女
性

8
・
4
％
）」「
で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
（
男

性
22
・
8
％
、
女
性
15
・
5
％
）」
で
あ
り
、

男
性
で
は
関
心
が
あ
る
方
が
3
割
も
い
る
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。

ま
た
、
世
界
各
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、

日
本
の
高
齢
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
非
常
に
関

心
が
高
い
こ
と
が
い
え
る
。

●
シ
ニ
ア
・
シ
ル
バ
ー
世
代
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

昔
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
る
側
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
社
会
福
祉
の
大
き

な
担
い
手
。
シ
ニ
ア
が
シ
ニ
ア
を
支
え
る
時
代
。

●
シ
ニ
ア
世
代
の
特
徴

地
域
に
精
通
し
て
い
る
方
も
多
く
、
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
豊
富
な
技
術
、
知
識
、
知
恵

を
持
っ
て
お
り
、
比
較
的
多
く
の
余
暇
時
間
を

持
っ
て
い
る
。

今
日
の
社
会
に
と
っ
て
貴
重
な
社
会
資
源
。

●
シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
メ
ニ
ュ
ー

①
若
い
世
代
へ
の
知
識
の
伝
承
・
指
導

②
趣
味
や
技
術
を
活
か
し
た
活
動

③
地
域
を
守
る
点
検
・
調
査
活
動

④
地
域
の
高
齢
者
等
の
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
見
守

り
や
生
活
支
援
の
活
動　

【
安
心
し
て
活
動
す
る
た
め
に
】

●
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
の
紹
介
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
・
登
録
・
活
動
紹
介

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
・
研
修
講
座
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
・
派
遣

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

3　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
編

【
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

●
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害

も
し
も
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

　
⇒

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
機
能

被
災
地
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
か
を
調
べ
、
被
災
者
と
活
動
を
し
た
い
人
々

を
結
び
つ
け
、
効
果
的
な
復
旧
支
援
活
動
を
展

開
さ
せ
る
。

●
平
成
24
年
・
25
年
の
災
害
対
応

動
画
で
の
実
際
の
映
像
に
よ
る
紹
介
（
肝
付

町
と
与
論
町
）

実
際
に
活
動
さ
れ
た
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
、

シ
ニ
ア
の
方
が
大
き
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
2
つ
の
講
演
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
視
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
の
意
味
で
の
復
興
、
復
旧
と
は
何
か
、
そ

し
て
、
シ
ニ
ア
の
方
々
の
豊
富
な
経
験
、
技
術
、

得
意
分
野
な
ど
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

重
要
性
を
再
認
識
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

日髙 耕一
鹿児島県社会福祉協議会ボランティアセンター所長
鹿児島県生まれ。東京ボランティアセンターを経
て、1989年より鹿児島県社会福祉協議会に勤務。
新潟県中越地震、東日本大震災の発生時には、
被災地の支援に駆けつけ支援を行ったほか、昨年
10月の台風24号で被災した鹿児島県与論島では
災害ボランティアセンターの立ち上げ支援等を行
う。2012年4月より現職。

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
と

災
害
時
に
お
け
る
皆
さ
ん
へ
の
期
待

〜
被
災
者
が
1
日
も
早
く
、
普
通
の
日
常
を
取
り

戻
し
て
い
く
た
め
に
〜

講
演
2

15
：
00
〜
16
：
30


